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駿 河 湾 港 整 備 基 本 計 画 
ー 新しい時代にふさわしい⽇本の⽞関 ー 
『スマート・ポート 駿河湾』の実現に向けて 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

平成26年4⽉ 

静岡県交通基盤部港湾局 

 駿河湾港 
Smart・Port SURUGAWAN 



 

はじめに 

静岡県は、我が国を代表する“ものづくり産業の集積拠点”であり、国際拠点港湾である清

水港、重要港湾である田子の浦港と御前崎港は、県内はもとより我が国全体の経済発展並びに

雇用の創出と維持に多大な貢献を果たしてきた。 

しかし近年、グローバル化の進展という大きな潮流の中で、我が国企業の海外進出や国内市

場の縮小等により、港湾の国際競争力が相対的に低下しつつあることから、本県の主要港湾３

港を「駿河湾港」と称し、機能分担や相互補完を図りつつ一体的利活用による競争力の強化を

図るため、課題と対応の方向性を定めた「駿河湾港アクションプラン」を平成23年3月に策定し

た。 

「駿河湾港整備基本計画」は、「駿河湾港アクションプラン」で定めた連携の考え方を踏ま

え、「物流・産業」、「防災・危機管理」及び「交流・生活・環境」の３つの視点から、概ね

30年先を見通した駿河湾港のあるべき姿とその実現に向けた必要な施策をとりまとめたもので

あり、駿河湾港の機能の高度化、高質化に資する、整備構想の基礎となるものである。 

 ◇「駿河湾港」としての⼀体的な整備・運営の取組 
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駿河湾港整備基本計画（平成26年4⽉策定） 
※概ね30年先を見通した駿河湾港のあるべき姿とその実現に向け

た必要な施策をとりまとめた、駿河湾港の整備構想の基礎 

物流・産業 ハード施策 交流・⽣活・環境 防災・危機管理 

駿河湾港 
    物流促進戦略 

（平成25年3⽉策定） 
※短期実践期間（H25～H29） 

 
 
 

駿河湾港アクションプラン（平成23年3⽉策定） 
※駿河湾港の課題と対応の方向性を定めたもの 

※駿河湾港として一体的な整備・運営を進める 

※駿河湾港物流促進戦略を見直す 

※駿河湾港の整備構想と整備プロジェクトを策定する 

物流・産業 ソフト施策 

「駿河湾港物流促進戦略」の重点プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．新規バルク貨物の誘致【集荷】 

①取扱機能の向上や港間連携を通じ

た輸入穀物の輸送コスト削減 

②遊休ヤードを活用した新規貨物の誘

致 

③低コスト海上輸送による広域循環資

源輸送ネットワークの構築 

Ⅰ．輸入コンテナ貨物の誘致【集荷】 

①東アジア、東南アジア航路の航路網

の拡充 

②広域物流機能の強化 

③交通アクセス向上による内陸県や首

都圏貨物の誘致 
 

Ⅲ．RORO サービスの利用促進 

①長距離陸上輸送から海運への利用

転換ニーズの発掘 

②北部九州港湾の国際 RORO との連

結による新たなニーズの発掘 
 

Ⅳ．新たな産業の誘致【創貨】 

①輸出入貨物を創出する企業の立地

促進（製造業・物流業の誘致） 

②広域物流機能の強化（再掲） 
 

Ⅴ．情報発信力の強化 

①ＩＴ活用による物流促進策の検討と港 PR の強化（港

湾 Web サイトの改良、港 PR 情報発信の仕組みづくり） 

３港連携による駿河湾港のより一層の利用促進 
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  駿河湾港の位置 

駿河湾港の現状 

駿河湾港は国土のほぼ中央に位置し、背後地域には、我が国を代表する製造業が集積している。国内輸

送の大動脈である東名高速道路や新東名高速道路が整備され、山梨県及び長野県方面には国道52号や建

設中の中部横断自動車道などの優れた交通アクセスを有している。これらの道路網と駿河湾港、富士山

静岡空港による陸・海・空の交通網が結びつくことで、更なる交通アクセスの向上が期待されている。

また、韓国まで約1,000km、中国東岸や台湾まで約2,000kmの位置にあり、北米や欧州を結ぶ大型定期

船が行き交う基

幹航路を有して

いる。 

背後地域は、港

湾貨物のポテン

シャルが高く、

東の京浜港、西

の名古屋港に挟

まれており、こ

れらの港湾との

競争が激しく

なっている。 

 

  駿河湾港の取扱貨物量 

駿河湾港の取扱貨物量は、戦後の高度経済成長に支えられ、取扱貨物量は昭和48年の2,567万ﾄﾝまで順

調に増加した。その後、石油ショックによる景気減速の中、我が国の主要産業は、基礎資源型から加工

組立型（輸送機械、電気機械等）へ転換、またグローバル化やバブル景気の影響を受け、平成元年に

は、2,680万ﾄﾝに達した。バブル景気崩壊後、増加傾向は鈍化したものの、平成12年には、既往最高と

なる2,954万ﾄﾝを記録した。近年は、リーマンショックや東日本大震災などの影響もあり、平成24年の

取扱貨物量は、2,337万ﾄﾝとなっている。 

駿河湾港取扱貨物量の長期推移（昭和23年～平成24年） 

港湾別貨物量構成比(H24) 

荷姿別取扱貨物量の推移と構成比の変化 

(H24) (H13) 

アジア地域における駿河湾港の位置 駿河湾港の位置と静岡県の交通ネットワーク 

Support 
Safety 
Spark 
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  駿河湾港の保有機能 

 
Support 
Safety 
Spark 

  駿河湾港の果たしている役割 

 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港 

物流・産業 

外内貿 
コンテナ機能 

・欧⽶基幹航路 
・近海・東南アジア航路   ・近海・東南アジア航路 

  
RORO機能     ・九州航路 
バルク機能 ・穀物 

・エネルギー(⽯油類、LNG) 
・⽔産品、循環資源貨物 

・穀物 
・エネルギー(⽯油類) 
・セメント、循環資源貨物 

・完成⾃動⾞ 
・循環資源貨物 
  

⽣産機能 ・⾷料品、⾦属、化学等 ・製紙、⾷品、⽔産等 ・鉄鋼、化学、⽔産等 

防災・ 
危機管理 

位置づけ ・防災拠点港湾 ・防災拠点港湾 ・防災拠点港湾 
耐震強化 
岸壁 

・物流機能維持⽤ 
・緊急物資等輸送⽤ 

  
・緊急物資等輸送⽤ 

・物流機能維持⽤ 
・緊急物資等輸送⽤ 

交流・⽣活・ 
環境 

交流系 

・クルーズ船埠頭(兼⽤) 
・フェリー(⼟肥航路) 
・観光交流施設 
(ｴｽﾊﾟﾙｽﾄﾞﾘｰﾑﾌﾟﾗｻﾞ、河岸の市、
清⽔ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ等) 

・⽥⼦の浦漁協 
 (しらす祭り) 
・しらす街道 
  
  

・観光交流施設 
（御前崎海鮮なぶら市場、 
 観光物産会館なぶら館、 
 御前崎⿂市場） 
 

レジャー系 ・マリーナ（ｴｽﾒｰﾙ⽇の出、 
折⼾ﾏﾘｰﾅ等）、PB係留場 

  
  

・御前崎マリーナ 
  

環境系 ・⼈⼯海浜、緑地 
・⼟砂処分場 

・緑地(ふじのくに⽥⼦の浦 
 みなと公園) 

・⼈⼯海浜、緑地 
・⾵⼒発電施設 

 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港 

物 
流 
・ 
産 
業 

■基幹航路が就航する国内有数の国際海上コン
テナ取扱機能を持つ静岡県の国際ゲートウェイ 

■先進のサービスを提供し静岡県経済及び我が国
経済を⽀える物流拠点 

■県内の産業活動や県⺠⽣活を⽀えるエネルギー
供給基地(LNG、⽯油類) 

■背後地域の産業活動を⽀える
バルク貨物の海上輸送拠点 

■背後地域の産業活動や県⺠
⽣活を⽀える県東部地域のエ
ネルギー供給基地(⽯油類) 

■県中⻄部地域のものづくりを
⽀える国際物流ターミナルを
中⼼とした物流拠点 

■国内定期RORO航路が就
航する内貿ユニットロード輸
送拠点 

防 
災 
・ 
危 
機 
管 
理 

■緊急物資の1次搬⼊基地となる県中部地域の
防災拠点港湾 

■県中部地域及び⻄伊⾖の防災港湾への緊急
物資の中継基地 

■震災時の応急・復旧活動に寄与するエネルギー
供給・備蓄拠点(LNG、⽯油類) 

■緊急物資の1次搬⼊基地とな
る県東部地域の防災拠点港
湾 

■震災時の応急・復旧活動に寄
与するエネルギー供給・備蓄拠
点(⽯油類) 

■緊急物資の1次搬⼊基地と
なる県⻄部地域の防災拠
点港湾 

■県⻄部地域の防災港湾へ
の緊急物資の中継基地  

交 
流 
・ 
⽣ 
活 
・ 
環 
境 

■クルーズ船やフェリー等の旅客船が就航し多くの
観光客が⾏き交う静岡県の海の⽞関⼝ 

■多彩な観光施設を有し県内外からの観光客が
集い賑わう海辺の交流拠点 

■⼈⼯海浜やマリーナ等のプレジャーボート収容施
設を有する海洋レジャー活動拠点 

■富⼠⼭や駿河湾等の魅⼒ある
景観を有し地域住⺠への憩い
と安らぎの空間を提供する親⽔
アメニティ港湾 

■駿河湾海域の環境保全への貢
献（浚渫⼟砂の改良処理） 

■観光物産施設を中⼼に観
光客が集い賑わう海辺の交
流拠点 

■⼈⼯海浜やマリーナを有する
海洋スポーツ拠点 
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【今回変更計画】【既定計画】

●富士見5号岸壁（-12）240m →（-14）290m ［増深］
●富士見4号岸壁（-12）240m →（-12）190m ［縮小］

富士見5号岸壁
対象船舶

船種
船舶諸元 岸壁規模

船型 船長 船幅 満載喫水 水深 延長

既 設 貨物船 30,000DWT 185m 27.5m 11.0m -12m 240m

今回計画
（STEP1)

穀物船 70,000DWT 225m 32.3m 12.0m -14m 290m

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

構想（STEP2) 穀物船 100,000DWT級 250m 43m 15.2m -14m 320m
※ポストパナマックスセカンド入港

駿河湾港の課題 
Support 
Safety 
Spark 

  物流・産業機能に関わる課題 

●国際海上コンテナ輸送機能の強化・⾼度化 
・⾼規格コンテナターミナルの早期整備とターミナルの集約・⼀体化 
・駿河湾港のコンテナ戦略による貨物需要に対応したターミナル計画の⾒直し 
・⾼度な物流サービスを提供する臨海部物流拠点の形成 

●バルク輸送機能の強化 
・輸⼊穀物やパルプ等の⼤型バルク船に対応した施設の拡充 
・エネルギーの安定供給に向けた輸送機能の確保 
・循環資源貨物の取扱拠点としての施設の拡充 

●完成⾃動⾞の輸出拠点としての機能拡充  ●内貿ユニットロード輸送機能の維持・拡充 

●既存施設の⽼朽化対策と物流機能再編   ●臨港道路ネットワーク機能の強化 

清水港・御前崎港のコンテナターミナル整備状況 

・H26d 暫定3ﾚｰﾝ供用開始予定
・H28d 全面供用開始予定

新興津コンテナターミナル
（-15）350m 1B
（-15）350m 1B(暫定供⽤）

新興津埠頭

興津第1埠頭

興津第2埠頭

袖師第1埠頭 袖師コンテナターミナル
（-12）720m 3B

袖師CTの
移転・集約

興津埠頭間埋⽴

（-12m）2B
【既定計画】

H25.9現在 H24.2現在

（-14）280m
［耐震］

将来拡張エリア

第2バース
（整備計画）

埋立造成計画エリア

（港湾計画）

コンテナ
ターミナル
の拡張

⼥岩地区⻄埠頭
コンテナターミナル
（-14）280m 1B

清水港富士見地区公共埠頭の計画変更の内容（平成24年3月一部変更） 

トータル物流コストの低減と駿河湾港の役割の強化 
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最悪の場合※

１０万人を超える死者数

県内建物の約２割が全壊
※下記ケース及びシーンの最大被害

ケース：レベル２①「基本」、「陸側」、「東側」

シーン：「冬・深夜」、「夏・昼」、「冬・夕方」

■第１次報告による人的・物的被害の想定結果（駿河・南海トラフ沿いで発生する地震・津波）

■第２次報告による生活支障等被害の想定結果（駿河・南海トラフ沿いで発生する地震・津波）

1⽇後 1週間後 1ヶ⽉後

約105万⼈ 約127万⼈ 約101万⼈

避難者数
（発災～1ヶ月後）

◎レベル２①「基本ケース」の被害想定

給⽔
(4〜7⽇⽬の計)

⾷料
(4〜7⽇⽬の計)

⽑布
(1週間の計)

約16.4万ﾄﾝ 約747万⾷ 約62.8万枚

物資不足
（給水、食料、毛布の不足量）

災害廃棄物 津波堆積物 合計

約3,250万ﾄﾝ 約435〜
923万ﾄﾝ

約3,690〜
4,180万ﾄﾝ

災害廃棄物、津波堆積物

賀茂 東部 中部 ⻄部 県計

747ﾄﾝ 5,998ﾄﾝ 25,345ﾄﾝ 26,477ﾄﾝ 58,566ﾄﾝ

緊急物資輸送需要量（発災から4日目～1週間後頃のピーク時）

 

愛知県

神奈川県

静岡県

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

東名高速道路

清水港

田子の浦港

御前崎港

熱海港

伊東港

松崎港

浜
名
港

大井川港

榛原港

相良港

富士山
静岡空港

名古屋

東京

戸田漁港

●

●

静浦漁港

稲取漁港

妻良漁港

●
地頭方漁港

田子漁港

用宗漁港

福
田
漁
港

● 防災拠点港湾

防災港湾

防災港湾（漁港）

下
田
港

網代漁港

土肥港

宇久須港焼津漁港
(特3漁港)

沼津港

緊急物資1次輸送

緊急物資2次輸送

手
石
港

緊急物資
1次搬入

※緊急物資海上輸送ネットワークは「第4次地震被害想定（第2次報告）」による

 
Support 
Safety 
Spark 

●産業活動維持のための港湾施設の拡充     ●緊急物資輸送のための港湾施設の拡充 

●駿河湾港としての危機管理体制の強化     ●津波・⾼潮防災施設の強化・拡充               

●⼤規模災害における広域⽀援への備えの強化 ●震災後の災害廃棄物（がれき）への対応 

  防災・危機管理機能に関わる課題 

第4次地震被害想定における被害等の想定結果 

静岡県の緊急物資海上輸送ネットワーク 

安全・安心な港まちづくりと物流機能継続性の確保 
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駿河湾港の課題 

３港の個性を生かした魅力あるウォーターフロントの創出 

●海の⽞関⼝としての観光振興への貢献 
・クルーズ船受⼊体制の充実    ・駿河湾海上ネットワークの充実（空港、道路、鉄道との接続） 

●交流拠点の形成による観光コンテンツの充実       ●憩いと安らぎの空間の確保 

●プレジャーボート対策の強化と地域活性化への取組   ●海域環境の保全と海浜の創出 

●港湾における再⽣可能エネルギー利⽤の促進       ●浚渫⼟砂処分への対応拡充 

清水港のクルーズ船等入港実績と日の出埠頭状況 

静岡県内の陸・海・空の交通インフラの現状 

地域別観光交流客数の推移 

Support 
Safety 
Spark 

  交流・生活・環境機能に関わる課題 
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資料：平成22年度　静岡県観光交流の動向
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駿河湾港の将来像 

【近年の情勢変化要因】 
■世界同時不況 
■東⽇本⼤震災と巨⼤地震発⽣の切迫性  ■超円⾼ 
■⽣産拠点の海外シフト  ■経済連携協定（TTP他） 
■アジアとの交流⼈⼝の拡⼤ 

  駿河湾港の果たすべき役割 

【経済社会構造の⻑期展望】 
■新たな成⻑国の台頭  ■世界⼈⼝の急増 
■資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ、⾷糧の争奪の激化  ■国内⼈⼝の減少 
■超⾼齢化社会の到来  ■国際交流の進展 

【駿河湾港の課題】 

【物流・産業】 
トータル物流コストの低減と駿河湾港の役割の強化 

【防災・危機管理】 
安全・安⼼な港まちづくりと物流機能継続性の確保 

【交流・⽣活・環境】 
３港の個性を活かした魅⼒あるウォーターフロントの創出 

【駿河湾港の果たすべき役割 〜３つの“S”〜】 
 

 ○湾内定期船やクルーズなど多様な海上交通を⽀える 
 ○快適な就業・⽣活環境を提供する 
 ○駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継承する 

 ○県⺠の暮らしの安全・安⼼を守る（減災対策の促進） 
 ○本県の産業活動を継続させる 
 ○災害時における広域⽀援機能を果たす 

 ○本県の地域経済と産業（雇⽤）を⽀える 
 ○本県や周辺都県のｴﾈﾙｷﾞｰ・⾷糧・⽣活物資を安定的に供給する 
 ○⼤都市圏の負荷を軽減する 

【物流・産業】 
Support 支援 

【防災・危機管理】 
Safety 安全 

【交流・⽣活・環境】 
Spark 活気 

【駿河湾港のポテンシャル】 
■「港」のポテンシャル 
 ・多彩で豊富な貿易・交流基盤   ・更なる開発可能空間 
■「場」のポテンシャル 
 ・国⼟の中⼼        ・第⼀国⼟軸上に位置   ・充実した⾼速交通網 
 ・新東名開通により東⻄軸が強化            ・南北軸も整備が進展 
 ・太平洋航路に直結   ・⾃然豊かな駿河湾     ・我が国を代表する観光資源 

＜駿河湾港が果たすべき役割を考える上での視点＞◇県⺠の雇⽤と安全・安⼼な暮らしの維持 
                                      ◇県の枠を超えた新しい⼤きなネットワークにおける交通結節点 

 駿河湾港の現状や駿河湾港を取り巻く世界並びに我が国の経済社会情勢と将来予測を踏まえ、駿河湾

港が保有するポテンシャルを有効に活用し、3つの機能ごとの課題と重視すべき視点から、我が国及び

地域社会に対して果たすべき役割として、3つの“S”を設定した。 

 物流・産業機能は“Support=支援”、防災・危機管理機能は“Safety=安全”、交流・生活・環境機

能は“Spark=活気”をキーワードに施策に取り組むものとする。 

Support 
Safety 
Spark 
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【基本理念】 
我が国や我が国を取り巻く世界は、「新しい時代」を迎えつつある。その中にあって駿河湾港は、”知恵と⼯
夫”により３つの役割を確実に果たす「Smart ・ Port」として、静岡県の持続ある発展を⽀えるととも
に、国⼟の中央にある地理的ポテンシャルを活かしてその機能を広域に発揮し、「新しい時代にふさわしい
⽇本の⽞関」を⽬指すものとする。 

  基本方針と取組施策 

Ｋ．⾃然環境の保全 

Ｊ．レクリエーション機能の強化 

Ｉ．交流機能の強化 

Ｈ．広域連携への対応 

Ｇ．物流機能継続性の確保 

Ｆ．緊急対応⼒の強化 

Ｅ．避難・防護対策の拡充 

Ｄ．内陸拠点との連携強化 

Ｃ．港湾⽤地の有効活⽤ 

Ｂ．ターミナルの拡充 

Ａ．埠頭利⽤の再編・集約 

基本⽅針 基本⽬標 

【物流・産業】 

Support 《支援》 

既存施設の有効活⽤と、真に効果的な投資に

よる「みなと」の物流機能の強化 

【防災・危機管理】 

Safety 《安全》 

『 静岡県みなと機能継続計画 』を踏まえ、着実

な施設整備による「みなと」の危機対応⼒の強化 

【交流・⽣活・環境】 

Spark 《活気》 

多彩な観光交流資源の活⽤と、賑わいのある海

辺の創出による「みなと」の魅⼒向上 

Support 
Safety 
Spark 
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  基本理念と将来像 



 

 

－－  新しい時代にふさわしい日本の玄関新しい時代にふさわしい日本の玄関  －－  

SSmartmart  ・・  PPortort    SSURUGAWANURUGAWAN    『 スマート・ポート『 スマート・ポート  駿河湾 』駿河湾 』  

【将来像】 
 

 

(1)背後幹線道路へのアクセス強化 (2)産業集積拠点や広域貨物集配拠点とのネットワーク強化 

(1)緊急物資等の海陸輸送における結節点の強化 (2)SOLAS対応等の保安対策の強化 
(3)エネルギー関連施設の再点検と整備促進 (4)漂流物（コンテナ、船舶等）対策の強化 

(1)産業活動維持⽤の耐震強化岸壁等の確保 
(2)駿河湾港内でのバックアップ体制に配慮した施設規模と配置の⾒直し (3)航路機能の維持、保全 

(1)港内滞留者等の避難対策の強化と避難施設の拡充及び船舶の避難対策 
(2)津波・⾼潮防護ラインの性能の再点検と整備促進 (3)防波堤のねばり強い構造への改良 

(1)周辺地域との広域⽀援体制や代替機能の確保 (2)県内の広域的ながれき処分体制への⽀援 

(1)外内航クルーズ船等受⼊体制の強化（専⽤ターミナルの確保） 
(2)湾内海上ネットワークの構築と対応施設の確保 
(3)交流・観光施設の拡充（観光コンテンツの充実） (4)港湾緑地、海浜の整備促進 

(1)プレジャーボート収容施設の確保と海洋レジャー産業の導⼊空間の確保 

(1)⽔質・底質改善の継続  (2)海洋投棄に代わる⼟砂処分場の確保 
(3)港湾における再⽣可能エネルギー利⽤の促進 

(1)⾼度ロジスティクス機能の導⼊ 
(2)原材料、製品輸送需要に対応した物流機能の拡充と循環資源貨物取扱機能の強化 

(1)⼤⽔深コンテナターミナルの整備促進と多様なニーズに対応可能なコンテナターミナルの整備 

(2)外内貿ROROターミナルの強化 (3)バルク貨物船の⼤型化への対応促進 

(1)再編・集約による物流機能の最適化 (2)遊休埠頭の利⽤転換の促進 

取組施策 

Support 
Safety 
Spark 
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駿河湾港の将来像 



 

駿河湾港の機能分担と連携のイメージ 
Support 
Safety 
Spark 
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清⽔港 新興津コンテナターミナル整備計画案
【-15m／-15m／-15〜16m／-12m 連続4バース配置案】

新興津3号岸壁(新規)
（-15〜16）350〜400m 1B

新興津4号岸壁(新規)
（-12）250m 1B

新興津１・2号岸壁(既設)
（-15）700m 2B

【泊地浚渫規模】※⽔深15mの場合
■⾯積：7.4ha
■発⽣⼟量：27.7万m3

⽔深 16m 岸壁を
整備する場合は 

泊地の増深が必要

主要取組施策／分担と連携のあり⽅ 

  物流・産業機能の整備プロジェクト 

※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する 

■ コンテナターミナル整備計画 

駿河湾港の長期コンテナ貨物量1,060,000TEUをもとに、航路別取扱実績や輸入貨物の戦略的な誘致方針

等を踏まえ対応バース別コンテナ貨物量を設定した。この結果、454,000TEUを取扱う-12～14m岸壁が

不足することから、長期コンテナ需要に対する新規バース規格を検討した。 

駿河湾港の果たすべき役割である、首都圏や駿河湾港内の

バックアップ機能を強化する観点を含め、清水港、御前崎

港で合計3バース確保する計画とする。 

一方、欧米航路において18,000TEU積載のコンテナ船建造

計画が発表される等、世界のコンテナ船の大型化が進展し

ていることから、清水港においては、水深16m化も視野に

入れたターミナル機能の拡充に取組む。 

駿河湾港の新規コンテナバース規格 

■ ＲＯＲＯターミナル整備計画 

駿河湾港のRORO貨物の将来予測は、既存九州航路貨物の純増のほか、長期における新規航路を御前崎

港に誘致し、駿河湾港の背後圏の北海道貨物をターゲットとして週1便の需要を見込むものとする。 

既存航路と新規航路は、航行スケジュール上深夜の同時間帯の利用が想定されるため、RORO船対応岸

壁を2バース確保する計画とし、現状どおり西埠頭2号岸壁を利用するほか、現在国内に就航するRORO船

最大クラスを想定し、隣接する西埠頭3・4号岸壁を水

深9mに増深改良し確保する。 

なお、シャーシプール等のヤードは、西埠頭2～4号岸

壁背後の埠頭用地（約8ha）で対応可能である。 

Support 
Safety 
Spark 

長期コンテナ需要に対する駿河湾港のコンテナバース配置計画 

御前崎港ROROターミナル整備計画 
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水深
12ｍ

水深
14ｍ

水深
15ｍ

合計
総ﾊﾞｰｽ
延長

駿河湾港 1 1 1 3 930m
清⽔港 1 1 2 600m
御前崎港 1 1 330m

130 150 230 510 －ｺﾝﾃﾅ取扱能⼒（千TEU）

新規バース
需要数

 

御前崎港 ⼥岩コンテナターミナル整備計画案
【 -14m ／-14m 連続バース配置案】

⻄ふ頭10号岸壁(延伸)
（-14）330m 1B

⻄ふ頭11号岸壁(新規)
（-14）330m 1B

防波堤(⻄）(新規)
延⻑ 400ｍ

※防波堤整備延⻑については、
静穏度シミュレーションによる検討が必要

※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する 

【RORO船対応岸壁（増深改良）】
⻄埠頭3・4号岸壁
⽔深9m、延⻑260m

(新規の北海道航路対応）

【シャーシプール・管理施設等】
約3.5〜4.0ha

【RORO船対応岸壁（既設）】
⻄埠頭2号岸壁
⽔深12m、延⻑255m

(現在の九州航路対応）



 

 

 ◇物流・産業機能の分担と連携のあり⽅ 

■ バルクターミナル整備計画 

駿河湾港の将来の公共バルク貨物量に対する対応岸壁規模を検討するため、背後の荷役機械やサイロ等

との一体的な取扱いが不可欠な岸壁を対象から除外し、必要岸壁延長の充足検証をした。 

この結果、既存施設の利用転換を図る御前崎港において、長期における岸壁延長が不足することから新

たな岸壁整備が必要となった。その他、輸送船舶の大型化や将来的なバルク需要に対応した新規ターミ

ナルの整備等、各港における計画に取組む。 

Support 
Safety 
Spark 

田子の浦港富士埠頭のパルプ船等対応岸壁整備計画 御前崎港におけるバルクターミナル新規整備計画 
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※計画実現のためには、船舶航⾏安全

対策調査検討を要する 

※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する 

区 分
駿河湾港 地⽅港・漁港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港 ⼤井川港 焼津漁港

コンテナターミナル 補完港
(近海、東南ｱｼﾞｱ航路)

拠点港
(全航路)

バ
ル
ク
タ
␗
ミ
ナ
ル

穀物
パナマックス船対応

（満載⼊港）
ポスト・パナマックス対応
(名古屋⇒減載⼊港)

3〜5万DWT船対応
(航⾏安全検討の取組)

エネル
ギー

⽯油類 中部供給基地 東部供給基地 ⻄部供給基地

LNG 全県供給基地

⽯炭 拠点港

紙・パルプ 需要地分担
中東部 東部

⽔産品 ⽔産品輸⼊基地
遠洋漁業基地

遠洋漁業基地
沿岸・沖合漁業基地

循環資源貨物 （⻄部基地）

⼀般循環資源貨物
共同輸送

（中部基地） （東部基地）

特殊循環資源貨物
（広域積出基地）

完成⾃動⾞ 拠点港

ROROターミナル 拠点港



 

 

⽇の出4号岸壁
（耐震強化岸壁）

⽇の出5号岸壁
（耐震強化岸壁）

⽇の出4号上屋 ⽇の出5号上屋

 

【焼津漁港】 ・粘り強い構造に改良予定

外港北
⼩川外港南

焼津外港南

【清⽔港】
・粘り強い構造に改良中（国直轄事業）

新興津
防波堤

外港防波堤

【御前崎港】
・粘り強い構造に改良中（国直轄事業）

防波堤（⻄）

防波堤（東）

防波堤(A)

所有 延⻑ 備考

外港防波堤 国 1,300m 改良中

新興津防波堤 国 560m 改良中

防波堤(東) 国 1,200m 改良中

防波堤(⻄) 国 870m 改良中

防波堤(A) 県 800m

外港北
防波堤 県 298m 改良予定

焼津外港南
防波堤 県 1,968m 改良予定

⼩川外港南
防波堤 県 551m 改良予定

※防波堤延⻑は計画箇所を含む改良対象の総延⻑
　但し、御前崎港防波堤(⻄)は既設延⻑を表⽰

清
⽔
港

御
前
崎
港

焼
津
漁
港

 

  防災・危機管理機能の整備プロジェクト 

■ 避難施設整備計画 

静岡県第4次地震被害想定による津波到達時間内

に安全に避難することが困難なエリアを抽出

し、この避難困難エリアを解消するため、新た

に避難施設を整備する。 

特に多くの来訪者でにぎわう交流拠点エリアに

おいては、円滑で安全な避難ができるよう津波

避難対策を重点的に実施する。 

・⽇の出4・5号上屋の撤去（物流機能の移転） 
  ⇒跡地に津波避難施設を兼ねた展望広場を整備 

■ 緊急物資等輸送用耐震強化岸壁の整備計画 

静岡県第4次地震被害想定による駿河湾港の緊急物資輸送需要量に対する既存耐震強化岸壁の取扱容量

の過不足状況は、清水港と田子の浦港では充足するが、御前崎港では、取扱容量が15,923ﾄﾝ/日不足す

る結果となっている。 

このため御前崎港では、新たに計画する産業活動維持用の耐震強化岸壁を被災直後の緊急物資輸送に活

用する。また、田子の浦港では、老朽化が進む施設の代替施設として、富士5・6号岸壁の増深改良と併

せ、耐震改良を行う。なお、これにより既定計画の富士4号岸壁の耐震改良計画を廃止する。 

■ 防波堤改良計画 

駿河湾港における緊急物資の輸送や生産・流通

活動の維持・継続に資するなど、津波被害の低

減や被災後の復旧・復興の促進を図るため、清

水港、御前崎港の防波堤整備・粘り強い構造へ

の改良を着実に進めていく。 

また県内の水産流通拠点である焼津漁港につい

ても防波堤の粘り強い改良を計画する。 

Support 
Safety 
Spark 

清水港の津波避難施設整備計画 
駿河湾港及び焼津漁港の 

粘り強い構造への防波堤改良計画 

田子の浦港における耐震強化岸壁の配置計画 御前崎港における耐震強化岸壁の配置計画 
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富⼠5・6号岸壁
(-12)250m 1B
【増深＋耐震改良】

富⼠4号岸壁
(-6.5)115m

【耐震改良】既定計画

配置の変更

H24.2現在

（-14）280m →（-14）330m
バース⻑延伸

［緊急物資等輸送⽤］

将来拡張エリア

（-14）330m
耐震強化

[産業活動維持⽤]
御前崎港⻄埠頭

※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する

RORO貨物対応
⻄埠頭2号岸壁

(-12)255m 1B
【耐震改良】

コンテナ貨物対応
⻄埠頭11号岸壁
(-14)330m 1B

【耐震強化】
※地盤隆起を考慮した
岸壁構造形式を検討

バルク貨物対応
⻄埠頭1号岸壁

(-12)255m 1B
【耐震改良】※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する 

 

（清⽔港）

避難誘導標識（路⾯表⽰）

津波避難所看板

（清⽔港内道路など）

 

 

展望広場

（富⼠⼭静岡空港）



 

埋⽴護岸ラインは
岸壁構造物分の幅を考慮

【⽔⾯貯⽊場の利⽤転換】
⽔⾯貯⽊場の周囲護岸が
整備されており迅速な埋⽴
処理が可能

■廃棄物処理⽤地としての指定
・県内の災害発⽣がれきの受⼊れ
・建設発⽣⼟砂の受⼊れ

■県内の災害発⽣がれきの⼀時的
仮置き場、仕分け場として活⽤

 ◇防災・危機管理機能の分担と連携のあり⽅ 

■ 災害廃棄物処理計画 

駿河湾港における被災後の災害発生がれきの処分用地は、清水港及び御前崎港の海域を活用候補として

整備を進めるものとする。 

御前崎港の御前崎地区水面貯木場は、かつての輸入原木の取扱いもなくなり未利用の状態が続いている

ことから、将来的には他機能への利用転換を図る必要がある。既に周囲護岸が整備されており、迅速な

処理が可能となる利点を活かし、県内の災害発生がれきを受入れるエリアとして計画する。 

また、野積場等の広い用地を有する港湾は、がれき集積後の仮置き、分別・処理、再利用あるいは埋立

の一連の作業が集中的・効率的に実施できるメリットがあるとともに、県内他地域（伊豆半島等）から

の海上輸送による受入も可能となる。 

このような、港湾空間のメリットを活かす効果的な処理を可能とする仕組みづくりに取組む。 

Support 
Safety 
Spark 

清水港の災害廃棄物処理用地の計画位置図 御前崎港の災害廃棄物処理用地の計画位置図 
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主要取組施策／分担と連携のあり⽅ 

 

⾙島地区 廃棄物処理⽤地
（残受⼊容量：61万m3）

興津埠頭間
⾙島

平成32年
埋⽴完了予定・県内の災害発⽣がれきの受⼊れ

・建設発⽣⼟砂の受⼊れ

区 分
駿河湾港 地⽅港湾・漁港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港 焼津漁港 地⽅港湾
その他漁港

避難対策 避難誘導計画の早期策定、津波避難施設の設置・避難ビルの確保、避難⺠海上輸送ネットワーク構築

防護対策
海岸堤防等防護施設の嵩上げ・補強等、未整備区間での新設

第⼀線防波堤等の粘り強い構造への改良

緊急物資の海陸輸送
における結節点
・耐震強化岸壁
・緊急時利⽤ｽﾍﾟｰｽ
・緊急物資輸送道路

県内の緊急物資海上輸送ネットワーク

防災拠点港湾(⻄部)
防災港湾の中継基地
静岡空港との連携

防災拠点港湾(中部)
防災港湾の中継基地

防災拠点港湾(東部) 防災港湾 防災拠点港湾
（沼津、熱海、下⽥）
防災港湾

保安対策 SOLAS対応（外貿公共埠頭）

エネルギー
関連施設対策

LNG基地(都市ガス)
⽯油類、重油、LPG ⽯油類、重油 （⼤井川港）

⽯油類、重油、LPG

漂流物対策 流出防⽌柵等のハード整備

物
流
機
能
継
続

産業活動維持⽤
耐震強化岸壁
緊急物資⽤耐震強化
岸壁の活⽤

コンテナ・バルク・
RORO対応 コンテナ・バルク対応 バルク対応

⽔深12m以上を各港に配置
利⽤可能な岸壁で駿河湾港の全体需要に対応

駿河湾港内での
バックアップ

コンテナ埠頭増設
（耐震強化）

※御前崎港でコンテナ代替
[県外港への流出抑⽌]

広
域
連
携

⾸都圏⽀援 新興津コンテナ埠頭
（-15ｍ岸壁連続3B化）

がれき対策 県内の広域的受け⼊れ
（⼥岩・⽔⾯貯⽊場） （興津埠頭間・⾙島）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

跡地利⽤のイメージ

（出典）シンガポール観光局(STB）

国際クルーズターミナルのイメージ

ウォーターフロントのプロムナード化のイメージ 

ベイクルーズ・⽔上バス乗り場のイメージ

展望広場のイメージ

6 号上屋活⽤のイメージ

 

  交流・生活・環境機能の整備プロジェクト 

■ 旅客船埠頭整備計画 

駿河湾港における旅客船埠頭計画は、旅客船の船長や泊地の余裕水深、回頭水域の設定の考え方を踏ま

え、総トン階級別の最大船型をもとに設定し、各港の対応施設を検討した。 

清水港日の出4・5号岸壁を、駿河湾港における大型旅客船埠頭と位置づけ、入出港操船の安全性を検証

しつつ、世界に就航するすべてのクルーズ船（世界最大クルーズ船「オアシス・オブ・ザ・シーズ」約

23万GT、必要岸壁水深11m、マスト高65m）の誘致を目指すものとする。 

田子の浦港及び御前崎港は、船社や地元の要請に応じて、貨物利用等との調整を前提に、安全性が確保

できる船舶について受け入れていくものとする。また、御前崎港については、御前崎地区における交流

拠点の展開の中で、中央埠頭1・2号岸壁の旅客船専用化を図り、2～3万GT級までのクルーズ船を受入

れていくものとする。 

■ にぎわい拠点整備計画①（清水港：日の出地区、江尻地区） 

日の出地区は、物流機能を段階的に袖師地区へ移転し、クルーズターミナルを核とした交流拠点化を推

進し、日本の玄関として相応しい魅力あるウォーターフロントづくりを目指す。 

日の出埠頭は、外内港クルーズ船及びフェリーの専用埠頭としてターミナル機能を拡充し、上屋は、物

販・飲食等のにぎわい施設へ転用等検

討する。 

江尻地区は、清水駅からの歩行者デッ

キを延伸し、水際線をプロムナード化

するなど、ウォーターフロントへのエ

ントランス空間として整備する。ま

た、清水港線跡遊歩道を活用し、日の

出地区との回遊性、一体性を強化する

とともに、まちづくりを促進する土地

利用への変更を検討する。 

両地区の交流拠点としての拡充につい

ては、静岡市の「清水都心ウォーター

フロント活性化プラン」と連携を図り

取り組む。 

Support 
Safety 
Spark 

清水港日の出地区・江尻地区のにぎわい拠点整備計画 

駿河湾港におけるクルーズ船対応埠頭計画 

清水港におけるクルーズ船対応埠頭と回頭水域 

旅客船
の船型 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港 

7.5~ 
15,20 
万GT級 

⽇の出4・5号岸壁【既設】 
⽔深12m、480m 
※⼊出港操船の安全性を要検証 

  

5~7.5 
万GT級 

⽇の出4・5号岸壁【既設】 

 

既設計画公共岸壁【計画】 
 ⽔深12m、240m 
⻄埠頭1・2号岸壁【既設】 
 ⽔深12m、510m(耐震改良) 
※貨物利⽤、SOLASとの調整を前提 

2~3 
万GT級 

⽔深12m、480m 富⼠1号岸壁【既設】 
 ⽔深10m、240m 
富⼠5・6号岸壁【計画】 
 ⽔深12m、250m 
※貨物利⽤、SOLASとの調整を前提 

中央埠頭1・2号岸壁【既設】 
⽔深7.5m、260m 
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付帯設備の強化 

(防舷材、係船柱等の設置) 

⽇の出埠頭に接岸する「⾶⿃Ⅱ」

※計画実現のためには,船舶航⾏安全対策 j 調査検討を要する 
※計画実現のためには、船舶航⾏安全対策調査検討を要する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しらす祭り開催時のにぎわい

酒造メーカーCM で TV 放映される 
⽥⼦の浦漁港・⽥⼦の浦揚げ 

富⼠⼭しらす街道イベント 

ふじのくに⽥⼦の浦みなと公園 中央航路を航⾏する「ふじ丸」 富⼠⼭を背景に航⾏する⼤型貨物船

⾃転⾞道(イメージ)

遊歩道(イメージ)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マリンパーク御前崎】 

マリンパーク花⽕⼤会

加⼯⼯場内の⾒学

「ふじ丸」の⼊港 御前崎海鮮なぶら市場／ 
御前崎市観光物産会館なぶら館 

御前崎港みなとかつお祭り

 ◇交流・⽣活・環境機能の分担と連携のあり⽅ 

■ にぎわい拠点整備計画②（田子の浦港、御前崎港） 

田子の浦港は、富士南岸壁背後の埠頭用地を交流厚生用地に転換し、田子の浦漁港区における「しらす

祭り」等、水産関連・地域交流イベント用地として活用する。また、ふじのくに田子の浦みなと公園の

展望広場を利用し、航路を航行する大型貨物船を観光資源化する。 

御前崎港は、御前崎地区を交流空間へ転換し、中央埠頭は、大型旅客船や駿河湾横断フェリー受入施設

として利用する。また、御前崎魚市場の背後は、水産業の6次産業化を進めるエリアとして利用し、体

験・学習型の水産加工・販売施設等の導入により、新たな集客増と水産業の高度化に貢献する。 

Support 
Safety 
Spark 

田子の浦港富士地区のにぎわい拠点整備計画 御前崎港御前崎地区・下岬地区のにぎわい拠点整備計画 
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主要取組施策／分担と連携のあり⽅ 

区 分
駿河湾港 地⽅港・漁港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港
沼津港

由⽐漁港
焼津漁港

⻄伊⾖港湾

観

光

観光資源

なぶら館・なぶら市場
みなとかつお祭り

御前崎地区を交流空間へ
(⽔産業を核とした交流)

ｴｽﾊﾟﾙｽﾄﾞﾘｰﾑﾌﾟﾗｻﾞ
河岸の市、マグロ祭り

⽇の出埠頭を交流空間へ

⼤型貨物船の⼊出港
富⼠⼭の眺望

しらす祭り
漁港区を交流空間へ

(⽔産業を核とした交流)

沼津：⽔産祭り
由⽐：桜えびまつり
焼津：⽔産物直売店

市場⾒学

ネットワーク

駿河湾海上旅客船ネットワーク
新規フェリー・旅客船
（空港⇒⻄伊⾖）

フェリー（⼟肥）
ベイクルーズ（港内）
⽔上バス（港内）

新規フェリー
（清⽔、⼟肥）

旅客船
（沼津〜⼟肥等）

フェリー（清⽔）
ベイクルーズ

クルーズ船 駿河湾海上旅客船ネットワークへ接続（⻄伊⾖観光振興）

貨物埠頭利⽤ クルーズ船専⽤埠頭 貨物埠頭利⽤

海辺のﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
[海洋スポーツ拠点]
⼈⼯海浜（県⺠）

マリーナ（県⺠・ﾎﾞｰﾄ）

[海洋レジャー拠点]

マリーナ（県⺠・ヨット）

憩い マリンパーク御前崎
（県⺠）

清⽔マリンパーク
（県⺠・観光客）

ふじのくに⽥⼦の浦みなと
公園、港⼝左岸(県⺠)

⾃然再⽣ 折⼾湾(海浜・⼲潟等)
新興津(興津海岸復元)

環境保全
県内の広域的受け⼊れ

底質・⽔質改善
富⼠海岸保全建設発⽣⼟受⼊(⼥岩) 建設発⽣⼟受⼊

(⾙島・興津埠頭間)

再⽣可能ｴﾈﾙｷﾞｰ 洋上⾵⼒・波⼒発電等 太陽光発電

みなと教育・学習 港の歴史、貨物船・荷役⾒学、産業⾒学


